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巨視的変数が Markovianprosessに従 うとすれば,その分布関数は Master方程式に






















が位相空間にどのように移されるかを示 した｡次に Spin演算子を二種類の Bose演算
子で表現することにより, Spin Coherent stateを導入し,spin系の書き代えを行っ
た｡
まず, Spin緩和現象に適用してみると分布関数の方程式は F｡kker_Planck型となり
古典的極限で Kuboと Hashitsumeによって得られた古典 Spinに対する方程式になる
ことも示された｡次に超放射系における揺動について議論され超放射状態付近で揺動が
非常に大きくなることが示されました｡
今回の Sub.K.は企画から総て東工大の浜田氏の努力によるものです.
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